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ベルグソンの達成を基礎に、ドゥルー ズは、［持続］と［襲］を言い、

「超人間的なものにわれわれを開くこと、人間的条件を超越すること」［註I] を、

エチカとして、提唱し、ニ ンゲンの形式の変革を志した。
［註I] （半田広宣＿持続と裟の空間論の行方）

フ ーコ ーは、 「人間という形式は賭けてもいいが、消える」、という言い方で

この世のく言葉と物＞が未来の形式へ移行されるべきだと言った。

それは無数の無名の声が響かせる、未だ語りえぬ共同体の声へ、と。

フ ーコ ーは 「21世紀はドゥルー ズの時代になるだろう」と言って死んだ。

半田広宣の所業は、

ドゥルー ズの西欧地方特有の混沌のフランス文体哲学を、

シリウス(OCOT)からの教導・支援により、誰もが、 自分なりにその理論から

オリジナルな創造に歩んで行ける、客観的な対象性を持つ現代神聖幾何学

に析出しつつあることだと思う。

三島由紀夫は、来るべき書物、来るべき宇宙、は

みやび・花が、エチカの つまりは

変革されるべきニ ンゲンの闘争原理であると志気を唱えた。

これは西欧や人類が、この太陽系で誰も提出したことのない異形の文化意志。 形式への意志。

紫式部は、もう＜ ニ ンゲンのいない世界＞を1 0 0 0年前に書いた。

古今•紀貫之の歌の形式や、藤原定家の形式への意志は、

言策が公理であるような、存在しないエチカの美だけで成り立つ王士の世界を、

存在と言業がすべてロココ化して成り立っている王上の世界を、

あらまほしき純粋持続（海）として志気を唱えた。

三島由紀夫は

いわば和歌原理主義を宇宙原理とし、未だ視えない純粋持続（海）への

志と指示向線を提出した。 日本人が少数であっても超人となるべく。

わたしが 「宇宙紀の花」を書く理由は上記のことによる。

海の向かふで美が哭いている たぶん 水平線の少し向かふで 豊饒の海 終章









＊伊勢神宮にあるという八應の鏡＿koike Digitalで創作 ＊宙空に浮かぶのはイエスキリスト聖骸布より
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應
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―――島由紀夫

こ
の
双
対
の
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り、
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れ
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フ
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非
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絶
対
の
「
自
由」
。

大
い
な
る
正
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そ
れ
は
だ
か
ら
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
で
あ
り、

ニ
ー
チ
ェ
で
あ
り、

バ
タ
イ
ユ
で
あ
り、

ブ
ラ
ン
シ
ョ
で
あ
り、

何
よ
り
も
藤
原
定
家
と
日
本
王
朝
女
流
文
学
な
の
だ。
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